
(57)【要約】

【課題】　内視鏡の光源の点灯および消灯を自動で行う

。

【解決手段】　内視鏡光源システム１０はランプ１１、

コネクタ１２、ランプ電源回路１３、システムコントロ

ール回路１４、および接続検知回路１６を備える。接続

検知回路１６はコネクタ１２と内視鏡３０との接続を検

知する。接続検知回路１６はコネクタ１２と内視鏡３０

が接続される時に電流検知信号を生成する。システムコ

ントロール回路１４は生成された電流検知信号をフォト

カプラ１７を介して取得する。システムコントロール回

路１４は電流検知信号を取得時にランプ電源回路１３に

点灯信号を出力する。システムコントロール回路１４は

電流検知信号の取得が停止した時にランプ電源回路１３

に消灯信号を出力する。ランプ電源回路１３は点灯信号

を取得した時にランプ１１に電力を供給して点灯し、消

灯信号を取得した時にランプ１１への電力の供給を解除

して消灯する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 写 体 を 照 明 す る た め の 光 を 内 視 鏡 に 供 給 す る 光 源 と 、
　 前 記 内 視 鏡 を 接 続 す る た め の コ ネ ク タ と 、
　 前 記 コ ネ ク タ に 前 記 内 視 鏡 が 接 続 さ れ て い る こ と 、 あ る い は 接 続 さ れ て い な い こ と を 検
知 す る 検 知 手 段 と 、
　 前 記 検 知 手 段 が 前 記 コ ネ ク タ と 前 記 内 視 鏡 の 接 続 を 検 知 し て い る 間 は 前 記 光 源 を 点 灯 さ
せ 、 前 記 コ ネ ク タ と 前 記 内 視 鏡 と が 接 続 さ れ て い な い こ と を 検 知 し た 場 合 に 前 記 光 源 を 消
灯 さ せ る 発 光 制 御 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 コ ネ ク タ と 前 記 内 視 鏡 と が 接 続 さ れ る 時 に 、 前 記 内 視 鏡 内 に 設 け ら れ る 内 視 鏡 回 路
と 接 続 さ れ 、 前 記 検 知 手 段 を 有 す る 患 者 回 路 を 備 え 、
　 前 記 患 者 回 路 が 前 記 内 視 鏡 回 路 に 接 続 さ れ る 時 に 前 記 内 視 鏡 回 路 と 導 通 す る こ と に よ り
前 記 検 知 手 段 に 電 流 が 流 れ て 電 流 検 知 信 号 が 発 生 し て 、 前 記 患 者 回 路 と 前 記 内 視 鏡 回 路 と
の 接 続 さ れ な い 時 に 前 記 検 知 手 段 に 電 流 が 流 れ ず 、
　 前 記 発 光 制 御 手 段 が 、 前 記 検 知 手 段 か ら 前 記 電 流 検 知 信 号 を 取 得 し て い る 間 は 前 記 コ ネ
ク タ と 前 記 内 視 鏡 と が 接 続 さ れ て い る と 判 断 し 、 前 記 電 流 検 知 信 号 を 取 得 し な い 時 は 前 記
コ ネ ク タ と 前 記 内 視 鏡 と が 接 続 さ れ て い な い と 判 断 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 検 知 手 段 と 前 記 発 光 制 御 手 段 の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 電 流 検 知 信 号 を 電 気 的 に 絶 縁 し
て 伝 送 す る 絶 縁 伝 送 手 段 と を 備 え 、
　 前 記 発 光 制 御 手 段 が 前 記 患 者 回 路 と 電 気 的 に 絶 縁 さ れ 、 前 記 電 流 検 知 信 号 を 前 記 検 知 手
段 か ら 取 得 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 に 被 写 体 を 照 明 す る た め の 光 を 内 視 鏡 に 供 給 す る 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 は 人 体 内 部 等 の 自 然 光 が 照 射 さ れ な い 場 所 を 観 察 す る た め 、 光 源 の 光 を ラ イ ト ガ
イ ド を 介 し て 被 写 体 に 照 射 し 、 そ の 反 射 光 に よ り 被 写 体 の 観 察 を 可 能 に し て い る 。 光 源 と
し て は 大 き な 光 量 を 有 す る も の が 望 ま し く 、 近 年 で は メ タ ル ハ ラ イ ド 系 の ラ ン プ 等 の 放 電
管 が 使 わ れ て い る 。 こ れ ら の 光 源 は オ ペ レ ー タ の ス イ ッ チ 操 作 に よ り Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ の 切 替
え が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 光 源 に 用 い ら れ る 放 電 管 は 一 般 的 に Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ の 動 作 回 数 が 多 く な る に つ
れ 、 寿 命 が 短 く な る 恐 れ が あ る 。 し か し 、 こ の こ と は オ ペ レ ー タ に 十 分 認 知 さ れ て い な い
た め 光 源 の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ の 切 替 え は 頻 繁 に 行 わ れ て お り 、 放 電 管 の 寿 命 が 短 く な っ て い た
。 ま た 、 メ タ ル ハ ラ イ ド 系 の ラ ン プ の 場 合 、 光 源 を Ｏ Ｆ Ｆ に し て 消 灯 し た 後 は 瞬 時 に 再 点
灯 で き な い た め 、 Ｏ Ｆ Ｆ に し た 直 後 に 内 視 鏡 を 使 用 す る こ と が 出 来 な い 点 も 問 題 で あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 ラ ン プ の 消 灯 を 自 動 的 に 行 う 内 視 鏡 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ）
。 し か し 、 特 許 文 献 １ の 方 法 で は 内 視 鏡 を 使 用 し な い 時 に ラ ン プ を Ｏ Ｆ Ｆ に す る も の で な
い た め 、 問 題 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 内 視 鏡 を 取 り 外 し て 洗 浄 す る 場 合 に は ス コ ー プ ハ ン ガ に 掛 け な い た め ラ ン プ が
Ｏ Ｆ Ｆ さ れ な い 。 ま た 内 視 鏡 使 用 後 に プ ロ セ ッ サ を 用 い て モ ニ タ で 被 写 体 像 を 見 て い る 場
合 に も ラ ン プ が Ｏ Ｆ Ｆ さ れ な い も の で あ っ た 。 ま た 、 光 源 装 置 の ス イ ッ チ に よ り ラ ン プ を
Ｏ Ｆ Ｆ に で き る た め 、 や は り オ ペ レ ー タ に よ り Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ の 切 替 え を 行 う こ と が 可 能 で
あ っ た 。 こ の た め 、 メ タ ル ハ ラ イ ド 系 の ラ ン プ の 瞬 時 の 再 点 灯 が 出 来 な い と い う 問 題 点 は
解 消 さ れ な か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ５ ８ ４ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 、 内 視 鏡 を 使 用 す る 時 に 自 動 的 に 発 光 し 、 内 視 鏡 の 使 用 を 停 止 す る 時 に 自 動
的 に 発 光 を 停 止 す る 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム は 、 被 写 体 を 照 明 す る た め の 光 を 内 視 鏡 に 供 給 す る 光 源 と
、 内 視 鏡 を 接 続 す る た め の コ ネ ク タ と 、 コ ネ ク タ に 内 視 鏡 が 接 続 さ れ て い る こ と あ る い は
接 続 さ れ て い な い こ と を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、 検 知 手 段 が コ ネ ク タ と 内 視 鏡 の 接 続 を 検 知
し て い る 間 は 光 源 を 点 灯 さ せ コ ネ ク タ と 内 視 鏡 と が 接 続 さ れ て い な い こ と を 検 知 し た 場 合
に 光 源 を 消 灯 さ せ る 発 光 制 御 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 コ ネ ク タ と 内 視 鏡 と が 接 続 さ れ る 時 に 内 視 鏡 内 に 設 け ら れ る 内 視 鏡 回 路 と 接 続 さ れ 検 知
手 段 を 有 す る 患 者 回 路 を 備 え 、 患 者 回 路 が 内 視 鏡 回 路 に 接 続 さ れ る 時 に 内 視 鏡 回 路 と 導 通
す る こ と に よ り 検 知 手 段 に 電 流 が 流 れ て 電 流 検 知 信 号 が 発 生 し て 患 者 回 路 と 内 視 鏡 回 路 と
の 接 続 さ れ な い 時 に 検 知 手 段 に 電 流 が 流 れ ず 、 発 光 制 御 手 段 が 検 知 手 段 か ら 電 流 検 知 信 号
を 取 得 し て い る 間 は コ ネ ク タ と 内 視 鏡 と が 接 続 さ れ て い る と 判 断 し 電 流 検 知 信 号 を 取 得 し
な い 時 は コ ネ ク タ と 内 視 鏡 と が 接 続 さ れ て い な い と 判 断 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 検 知 手 段 と 発 光 制 御 手 段 の 間 に 設 け ら れ 電 流 検 知 信 号 を 電 気 的 に 絶 縁 し て 伝 送 す る 絶 縁
伝 送 手 段 と を 備 え 、 発 光 制 御 手 段 が 患 者 回 路 と 電 気 的 に 絶 縁 さ れ 電 流 検 知 信 号 を 検 知 手 段
か ら 取 得 す る こ と が 好 ま し い 。 患 者 回 路 は 電 源 回 路 な ど か ら 、 電 気 的 に 絶 縁 す る こ と が 求
め ら れ て お り 、 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 患 者 回 路 の 絶 縁 が 実 行 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 を 使 用 し て い る か 否 か に 基 づ い て 、 内 視 鏡 光 源 の 点 灯 お よ び 消
灯 が 自 動 的 に 行 わ れ 、 オ ペ レ ー タ の 労 力 が 軽 減 し 、 ラ ン プ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 動 作 を 少 な く す
る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 適 用 し た 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム を 適 用 し た 内 視 鏡 シ ス テ ム
の 全 体 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 内 視 鏡 シ ス テ ム ６ ０ は 内 視 鏡 プ ロ セ ッ サ ５ ０ 、 内 視 鏡 ３ ０ 、 お よ び モ ニ タ ４ ０ に よ っ て
構 成 さ れ る 。 プ ロ セ ッ サ ５ ０ は 内 視 鏡 ３ ０ 、 モ ニ タ ４ ０ に 接 続 さ れ る 。 プ ロ セ ッ サ ５ ０ に
は 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム １ ０ が 内 部 に 設 け ら れ る 。 光 源 シ ス テ ム か ら 供 給 さ れ る 光 は 内 視 鏡
３ ０ 内 部 に 設 け ら れ る ラ イ ト ガ イ ド （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 、 被 写 体 （ 図 示 せ ず ） に 照 射 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 内 視 鏡 ３ ０ の 先 端 に 設 け ら れ た Ｃ Ｃ Ｄ 等 の 撮 像 素 子 （ 図 示 せ ず ） に 撮 像 さ れ た 被 写 体 の
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画 像 は 画 像 信 号 と し て プ ロ セ ッ サ ５ ０ に 送 ら れ る 。 プ ロ セ ッ サ ５ ０ に 送 ら れ た 画 像 信 号 は
所 定 の 処 理 が 行 わ れ た 後 、 モ ニ タ ４ ０ に 送 ら れ 、 そ こ で 被 写 体 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 内 視 鏡 に 接 続 さ れ た 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 光
源 シ ス テ ム １ ０ に は ラ ン プ １ １ 、 コ ネ ク タ １ ２ 、 ラ ン プ 電 源 回 路 １ ３ 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ
ー ル 回 路 １ ４ 、 お よ び 患 者 回 路 １ ５ が 設 け ら れ る 。 内 視 鏡 ３ ０ は 内 視 鏡 本 体 ３ １ 、 連 結 ケ
ー ブ ル ３ ２ 、 お よ び コ ネ ク タ ３ ３ に よ り 構 成 さ れ る 。 内 視 鏡 ３ ０ の コ ネ ク タ ３ ３ は 光 源 シ
ス テ ム １ ０ の コ ネ ク タ １ ２ に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 内 視 鏡 本 体 ３ １ は 連 結 ケ ー ブ ル ３ ２ を 介 し て コ ネ ク タ ３ ３ に 接 続 さ れ る 。 ラ イ ト ガ イ ド
３ ４ が 内 視 鏡 本 体 ３ １ の 先 端 か ら コ ネ ク タ ３ ３ ま で 延 び る 。 コ ネ ク タ ３ ３ の 内 部 に は ス コ
ー プ 回 路 ３ ５ が 設 け ら れ る 。 内 視 鏡 ３ ０ の コ ネ ク タ ３ ３ を コ ネ ク タ １ ２ に 接 続 し た 時 に ス
コ ー プ 回 路 ３ ５ は 患 者 回 路 １ ５ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 患 者 回 路 １ ５ は フ ォ ト カ プ ラ １ ７ 等 を 介 し て シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ４ お よ び ス イ
ッ チ 電 源 （ 図 示 せ ず ） と 電 気 的 に 絶 縁 さ れ る 。 患 者 回 路 １ ５ に は ス イ ッ チ 電 源 か ら 絶 縁 ト
ラ ン ス （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 電 力 が 供 給 さ れ る 。 ス コ ー プ 回 路 ３ ５ に は 患 者 回 路 １ ５ を 介
し て 電 力 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ラ ン プ １ １ は ラ ン プ 電 源 回 路 １ ３ に 接 続 さ れ る 。 ラ ン プ １ １ に は ラ ン プ 電 源 回 路 １ ３ か
ら 発 光 の た め の 電 力 が 供 給 さ れ る 。 ラ ン プ １ １ は コ ネ ク タ １ ２ と コ ネ ク タ ３ ３ を 接 続 し た
状 態 に お い て 、 コ ネ ク タ ３ ３ に 保 持 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド ３ ４ の 入 射 端 ３ ４ ｉ に 照 明 光 が 入
射 す る よ う に 配 置 さ れ る
【 ０ ０ １ ８ 】
　 接 続 検 知 回 路 １ ６ が 患 者 回 路 １ ５ 上 に 設 け ら れ る 。 接 続 検 知 回 路 １ ６ と シ ス テ ム コ ン ト
ロ ー ル 回 路 １ ４ と の 間 に は フ ォ ト カ プ ラ １ ７ が 設 け ら れ る 。 接 続 検 知 回 路 １ ６ に よ り コ ネ
ク タ １ ２ と 内 視 鏡 ３ ０ と が 接 続 さ れ て い る か 、 あ る い は 接 続 さ れ て い な い か が 検 知 さ れ る
。 後 述 す る よ う に 、 接 続 さ れ て い る か 、 接 続 さ れ て い な い か の い ず れ か を 検 知 し た か の 情
報 が フ ォ ト カ プ ラ １ ７ を 介 し て シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ４ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ は 接 続 検 知 回 路 １ ６ の 回 路 構 成 を 例 示 的 に 示 す 図 で あ る 。 接 続 検 知 回 路 １ ６ に は 電
流 検 出 抵 抗 １ ８ と ト ラ ン ジ ス タ １ ９ が 設 け ら れ る 。 電 流 検 出 抵 抗 １ ８ は ト ラ ン ジ ス タ １ ９
の ベ ー ス ー エ ミ ッ タ 間 に 設 け ら れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ １ ９ の コ レ ク タ は フ ォ ト カ プ ラ １ ７ の
入 力 部 ２ ０ に 接 続 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ １ ９ の コ レ ク タ ー エ ミ ッ タ 間 に は 電 圧 が 印 加 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 内 視 鏡 ３ ０ の コ ネ ク タ ３ ３ を コ ネ ク タ １ ２ に 接 続 す る と 、 ト ラ ン ジ ス タ １ ９ の ベ ー ス と
電 流 検 出 抵 抗 １ ８ の 間 に お い て ス コ ー プ 回 路 ３ ５ と 接 続 検 知 回 路 １ ６ が 導 通 さ れ る 。 ス コ
ー プ 回 路 ３ ５ が 導 通 さ れ る こ と に よ り ト ラ ン ジ ス タ １ ９ の ベ ー ス に 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 一
方 で ス コ ー プ 回 路 ３ ５ と 接 続 さ れ な い 状 態 で は ト ラ ン ジ ス タ １ ９ の ベ ー ス の 電 位 は エ ミ ッ
タ の 電 位 と 同 じ と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し た が っ て 、 コ ネ ク タ １ ２ と コ ネ ク タ ３ ３ と を 接 続 す る と ベ ー ス に 電 圧 が 印 加 さ れ 、 ト
ラ ン ジ ス タ １ ９ の コ レ ク タ ー エ ミ ッ タ 間 に 電 流 が 流 れ 、 電 流 検 知 信 号 が 生 成 さ れ る 。 接 続
を 解 除 す る と 電 流 が 停 止 さ れ る 。 フ ォ ト カ プ ラ １ ７ の 出 力 部 ２ １ は シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル
回 路 １ ４ に 接 続 さ れ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 電 流 検 知 信 号 は フ ォ ト カ プ ラ １ ７ を 介 し て 電 気 的 に
絶 縁 さ れ な が ら シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ４ に 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 す な わ ち 、 ト ラ ン ジ ス タ １ ９ の コ レ ク タ ー エ ミ ッ タ 間 に 電 流 が 流 れ る こ と に よ り 、 接 続
検 知 回 路 １ ６ に お い て コ ネ ク タ １ ２ と 内 視 鏡 ３ ０ の 接 続 が 検 知 さ れ る 。 接 続 が 検 知 さ れ る
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と 電 流 検 知 信 号 が 生 成 さ れ 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ４ に 出 力 さ れ る 。 一 方 、 ト ラ ン
ジ ス タ １ ９ の コ レ ク タ ー エ ミ ッ タ 間 の 電 流 が 流 れ な く な る こ と に よ り 、 接 続 検 知 回 路 １ ６
に お い て コ ネ ク タ １ ２ と 内 視 鏡 ３ ０ と が 接 続 さ れ て い な い こ と が 検 知 さ れ る 。 接 続 さ れ て
い な い こ と が 検 知 さ れ る と 電 流 検 知 信 号 は 生 成 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ４ は ラ ン プ 電 源 回 路 １ ３ に 接 続 さ れ る 。 後 述 す る よ う に 、
接 続 検 知 回 路 １ ６ に よ り コ ネ ク タ １ ２ と 内 視 鏡 ３ ０ の 接 続 が 検 知 さ れ る 間 は 、 シ ス テ ム コ
ン ト ロ ー ル 回 路 １ ４ に よ り ラ ン プ １ １ は 点 灯 す る よ う に 制 御 さ れ る 。 コ ネ ク タ １ ２ と 内 視
鏡 ３ ０ と が 接 続 さ れ て い な い こ と を 検 知 し た 場 合 、 ラ ン プ １ １ は 消 灯 す る よ う に 制 御 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ４ が 電 流 検 知 信 号 を 取 得 し た 時 に コ ネ ク タ １ ２ と 内 視 鏡 ３
０ と の 接 続 状 態 で あ る と 判 断 し て 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ４ か ら ラ ン プ 電 源 回 路 １
３ に 点 灯 信 号 が 出 力 さ れ る 。 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ４ へ の 電 流 検 知 信 号 の 伝 送 が 停
止 し た 時 に 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ４ か ら ラ ン プ 電 源 回 路 １ ３ に 消 灯 信 号 が 出 力 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ラ ン プ 電 源 回 路 １ ３ は 点 灯 信 号 を 取 得 し た 時 に Ｏ Ｎ 状 態 と な り 、 ラ ン プ 電 源 回 路 １ ３ か
ら ラ ン プ １ １ に 電 力 が 供 給 さ れ 、 ラ ン プ １ １ が 点 灯 さ れ る 。 ラ ン プ 電 源 回 路 １ ３ は 消 灯 信
号 を 取 得 し た 時 に Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 と な り 、 ラ ン プ 電 源 回 路 １ ３ か ら ラ ン プ １ １ へ の 電 力 の 供 給
は 停 止 さ れ 、 ラ ン プ １ １ は 消 灯 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て ラ ン プ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を 手 動 で 切 替 え る こ と を 可 能 に す る ス
イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） を プ ロ セ ッ サ に 設 け な い こ と が 好 ま し い 。 す な わ ち 、 ラ ン プ の Ｏ Ｎ ／
Ｏ Ｆ Ｆ を 自 動 に よ っ て の み 行 わ れ る こ と が 好 ま し い 。 手 動 で 切 替 え 可 能 と す る と 、 オ ペ レ
ー タ に よ っ て は 頻 繁 に ラ ン プ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ が 切 替 え ら れ て し ま う か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 あ る い は 、 光 源 の ス イ ッ チ を プ ロ セ ッ サ の 背 面 、 側 面 、 あ る い は 上 面 等 の 容 易 に ス イ ッ
チ 操 作 を 行 う こ と が 難 し い 場 所 に 配 置 す る こ と に よ っ て も 頻 繁 な ス イ ッ チ の 切 替 え 作 業 を
防 止 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 内 視 鏡 シ ス テ ム を 使 用 す る た め に 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ を コ
ネ ク タ を 介 し て 接 続 す る こ と に よ り 自 動 的 に ラ ン プ が 点 灯 さ れ 、 内 視 鏡 シ ス テ ム の 使 用 後
に 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ の 接 続 を 解 除 す る こ と に よ り 自 動 的 に ラ ン プ が 消 灯 さ れ る 。 ラ ン プ
が 自 動 的 に 点 灯 あ る い は 消 灯 さ れ る た め 、 オ ペ レ ー タ の 労 力 が 低 減 さ れ る 。 ま た 、 ラ ン プ
を 頻 繁 に 点 灯 あ る い は 消 灯 す る こ と が な く な る た め 、 ラ ン プ の 寿 命 の 長 期 化 を 図 る こ と が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム が 内 視 鏡 プ ロ セ ッ サ 内 に 設 け ら れ る 構 成
で あ っ た が 、 内 視 鏡 プ ロ セ ッ サ と は 独 立 に 設 け ら れ た 内 視 鏡 光 源 装 置 に 備 え ら れ る 構 成 で
あ っ て も 本 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 適 用 し た 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム を 適 用 し た 内 視 鏡 シ ス テ ム の
全 体 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 適 用 し た 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム お よ び 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム に
接 続 さ れ た 内 視 鏡 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 接 続 検 知 回 路 の 回 路 構 成 を 例 示 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 １ ０ 　 内 視 鏡 光 源 シ ス テ ム
　 １ １ 　 ラ ン プ
　 １ ２ 　 コ ネ ク タ
　 １ ３ 　 ラ ン プ 電 源 回 路
　 １ ４ 　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 回 路
　 １ ５ 　 患 者 回 路
　 １ ６ 　 接 続 検 知 回 路
　 １ ７ 　 フ ォ ト カ プ ラ
　 １ ８ 　 電 流 検 出 抵 抗
　 １ ９ 　 ト ラ ン ジ ス タ
　 ３ ０ 　 内 視 鏡
　 ３ ３ 　 コ ネ ク タ
　 ３ ５ 　 ス コ ー プ 回 路
　 ６ ０ 　 内 視 鏡 シ ス テ ム
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【 図 ３ 】
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